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民法判例集
担保物権・債権総論〔第 3版〕

待望の第 3版です。現代語化等の重要改正に対応し，従来の記述，関係図の見直し等をする
ことで一層理解がすすむものとなりました。
さて，学習に際し，判例の一般論を暗記するだけの方もおられるでしょう。しかし，例えば

判例（本書 90事件）が「通常生ずべき損害」にあたり債権者に損害軽減義務を認めた，とのみ覚えて
も当該判例を理解したとはいえません（詳しくは当該判例をご覧下さい）。何よりこれでは判例がもっ
たいない！
　民法学習の意義は法的紛争を解決する力を養うことにもあります。しかし前提となる法律（要件）は
抽象的で，用いるに容易ではありません。そこで判例をその力を養う「お手本」とするのです。
　本書はその「お手本」の効用が最大限となるよう様々な工夫がしてあります。明瞭な事実関係の記載
や関係図，短いながらも本質をつく的確な解説等が，当事者がどのような事実関係の下で何を欲し，判
例がどういった評価をしたかをつかむ手助けとなります。ぜひ本書掲載の 181件の「お手本」で，「見
取り稽古」をしてください。その際，当事者の「動機」を想像しつつ読まれることをお勧めします。人
間・社会そのものを知る効用もあるからです（本誌 222号〔1999 年〕15頁参照）。（井植）
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お気に入りの判例を探すのもまた楽しいものです！


